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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．化学薬品などの適正管理に努めます。

６ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

株式会社　洲崎電機製作所

代表取締役社長 柴田　修

りをしていきます。我々は豊かで価値ある社会の実現に貢献できる企業を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

環境経営方針

株式会社洲崎電機製作所は、ＦＭＳサプライ機器のスペシャリスト集団として、顧
客ニーズを的確にとらえ、顧客満足に応える製品を提供します。
そして、地球温暖化問題への取り組みや様々な環境活動に対し、従業員一丸となり
積極的に取り組み、継続的に改善活動を推進します。

制定日： 2021年4月1日

ごあいさつ

株式会社洲崎電機製作所は

「協調・協和の心を持ち常に技術の向上を追求し社会に貢献できる企業を目指す」

という経営理念を掲げています。

我々は世の中への貢献とお客様に満足、感動して頂く為に、誠心誠意を込めたものづく
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名

株式会社　洲崎電機製作所

取締役社長　柴田　修

（２） 所在地・電話番号

事務棟 愛知県海部郡大治町西條高場３５
作業棟

代表番号 052-444-4592
担当窓口 052-444-4591

3（４） 事業内容

金型交換装置開発・製造・販売

4（５） 事業の規模

現在

名 名

名

㎡ ㎡ ㎡

5（６） 事業年度 ～

□事業や製品（商品）の紹介

2022/11/1 2023/10/31

事務棟 作業棟 合計

3

従業員※役員含む　　　　　

協力会社

31 34 65名

535 2262 2,797㎡延べ床面積　　　

3名

2023年5月1日

同上

洲崎電機製作所作業棟

事務棟
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 作成日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

環境管理責任者

・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの作成・確認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営目標・環境経営計画書原案の作成・確認

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境経営レポートの承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・環境経営計画の審議

・EA21環境事務局のサポート

・環境活動の実績集計

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の取りまとめ

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境管理責任者の補佐

・環境経営レポートの公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門における環境経営方針の周知

・環境活動実績の確認・評価

・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・環境に関する内部監査の実施・報告

環境委員会

部門長

全従業員

環境委員長

ＥＡ２１環境事務局

環境委員会 委員長

代表者（社長）

営業部 技術部 製造部

・環境経営方針の策定・見直し

・環境管理責任者を任命

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

ＥＡ２１環境事務局

環境管理 責任者

役割・責任・権限

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

管理部

営業課 設計課 電装課 1課 2課 サービス課 検査課 調達課

2023年10月16日
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□主な環境負荷の実績
2021年度 2022年度 2023年度

□環境経営目標及びその実績

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh　中部電力の係数　 2022年度実績

※2023年度の目標は2022年度の実績で計算した。

2024年度以降は2023年度実績を基準値とし目標設定する。

□次年度環境経営目標兼中期目標
2023年度実績を基準とし目標設定した

2,264

54,065

19,928

目標比 99.0% 98.0% 97.0%

2025年度 2026年度

2024/10～
　2025/11

2025/10～
　2026/11

2023年度 2024年度

2022/11～
　2023/10

2023/10～
　2024/11

基準値 目標 目標 目標

電力による
二酸化炭素の削減

kg-CO2 155,095 153,544 151,993 150,442

水道水の削減
m3 416 412 408 404

目標比 99.0% 98.0% 97.0%

上記の排出合計 kg-CO2 186,638 184,772 182,906 181,039

一般廃棄物の削減
kg 1,308 1,295 1,282 1,269

目標比 99.0% 98.0% 97.0%

合計 kg-CO2 31,543 31,228 30,912 30,597

目標比 97.0%

14,895 14,746 14,597 14,448

軽油 kg-CO2 16,648 16,482 16,315 16,149

ガソリン

kg-CO2

1,490

自動車燃料に
よる二酸化炭素

の削減
目標比

kg-CO2

合計

軽油

ガソリン

産業廃棄物の削減

〇

〇

16,648

31,543

20,048

97.0%

17,097 16,926 16,755 16,584

99.0% 98.0% 97.0%

99.0%

目標比

kg-CO2

2022年度

2021/11～
　2022/10

2022/11～
　2023/10

実績 基準値

電力による
二酸化炭素の削減

評価

2020年11月～

2021年10月

2021年11月～

2022年10月

2022年11月～

2023年10月

186,638

145,027

21,198 20,129

99.0%

実績

二酸化炭素総排出量

廃棄物総排出量

水使用量

kg-CO2 193,435 183,608

kg 57,476

〇
99.0%

〇
99.0%

×
99.0%

25,068 24,817

99.0%

×

〇

0.433

kg

目標比

目標比 98.0%

化学薬品使用量の削減
（購入量）

kg 1,536 1,521 1,505

99.0% 98.0%

自動車燃料に
よる二酸化炭素

の削減

kg-CO2

目標比

目標比

kg

水道水の削減

1,536

93.2%

68.9%

416

104.3%

目標比

471 403 399

化学薬品使用量の削減
（購入量）

1,664 1647

kg-CO2

16,987 16,817

目標

41,246 37,117 36,745

27,076 18,405

m3 471 403 416

2021年度 2023年度

2020/11～
　2021/10

〇

×

85.8%

155,095

106.9%

14,895

152,189 146,492

kg

m3

産業廃棄物の削減

65.8%

17,097

186,638

1,308

193,435 183,608 181,772kg-CO2

一般廃棄物の削減
kg

上記の排出合計

目標比

3,412 2,007 1,987

99.0%
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

・目標達成手段は次年度（2024年度）も継続、経過観察。

・各取り組み項目に、部署それぞれ担当者を決め、社員一人一人に

　意識を持たせることから実施。

・次年度待機電源の状態で動いていない機械のスイッチオフを

　呼びかけの実施。

取組紹介欄

節電シール 太陽光発電システム

取組結果とその評価、次年度の取組計画

9月

33,996 41,238

19,004

10月

37,949

4月 5月 6月

43,58340,095

7月 8月

28,245 33,109 42,367 25,208 17,968 15,750 25,536

・空調温度の適正化（冷房28℃
〇

47,432 29,2492023年

・節電シールの貼り付け ◎

11月 12月 1月 2月 3月
2022年 18,753 22,861 27,987 48,884 32,341 18,355 12,227 16,279

18,089

・不要照明の消灯 ◎

・定時退社の実施（毎月末） 〇

・工場各箇所のエアー漏れ点検 〇

行動目標 達成状況

　暖房20℃）温度計にて温度調整

電力による二酸化炭素削減

0

20,000

40,000

60,000

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

電力（kWh） 2022年 2023年
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・リモート会議などを活用し、燃費消費を抑える取り組み。

・エコドライブ・安全運転を声掛け啓発活動を実施。

・月１回、給油時にタイヤの空気圧チェックの実施。

・次年度社有車の更新時にエコカーを都度検討。

取組紹介欄

エコドライブステッカー

取組紹介欄

エコドライブステッカー

2023年 318.4 657.3 577.1 527.6

2022年 894.4 676.6 935.7 684.5

12月 1月

・車両にエコドライブステッカーの貼り付け ◎

421.9 591.4 499.0

9月4月

10月

610.0

506.4

10月

523.1

705.5 917.0 537.6

829.3

5月 6月 7月 8月

自動車燃料による二酸化炭素削減

2023年

702.8 659.7 743.4

628.1

712.9

544.6365.1 617.4 332.5

3月

目標 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

・運転前に「運転の心構え」の一読 〇

・運転日報の記入、毎月事務局へ提出 ◎

457.9

878.7

3月 6月 7月 8月

546.0 757.6762.4

630.4 480.7382.1

4月 5月

485.0386.5 520.1 269.2

437.4 926.0 442.3

9月

508.3

2022年 413.4 800.3

565.2

456.9 308.2

11月 2月

11月 12月 1月 2月

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

ガソリン（Ｌ） 2022年 2023年
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・効果的な資源回収を行う様に行動

・出荷品梱包時に梱包材の再利用を実施

・産廃業者の視察及び社内の廃棄物処理状況を把握

・社内のゴミの分別等の見直し、電子マニフェストの導入より

　会社全体が産業廃棄物に対し意識が向上した。

・次年度購入品等簡易梱包で廃棄物の削減になるよう商社に依頼

取組紹介欄

ゴミ分別リストの掲示

取組紹介欄

ゴミ袋の色分けによる分別

1,306

1,250

10月

91 106 121 136 136 121 136 136

・梱包材の再利用 ◎

・ゴミ分別方法の貼り付け ◎

・種類別にゴミ袋の色分け 〇

・工場内ゴミ箱の縮小 〇

・帳票見直しによる印刷物の削減

181

3月 4月 6月 7月 8月 9月

79

5月

106 60

10月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

一般廃棄物・産業廃棄物の削減

○

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

11月 12月 1月 2月

目標

1,351 1,161 1,231 823 1,373 1,353

1,051 1,240 4,111
2023年 1,317 2,000 1,607 1,200 2,375

2022年 883 2,188 1,536 1,382 2,251 1,701 1,111 2,292

4月 5月 6月 7月 8月 9月11月 12月 1月 2月 3月

181

40 45 71151 121 151166

達成状況

・分別の徹底 〇

2022年 197 121 106
2023年 136

0
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2,000

3,000
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5,000
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産業廃棄物（ｋｇ） 2022年 2023年
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・水道の年間使用量は概ね横這い。

・引き続き節水シール等で節水への啓発活動を維持して水使用量の

　削減に努める。

取組紹介欄

節水呼びかけシール

・全社５S活動（SK活動）、会社外周清掃（月2回）は今後も継続。 

・電力水道水使用量の掲示にて注意喚起及び意識付け。

・その他の活動については都度検討中

取組紹介欄

ＳＫ活動（５Ｓ） 外周清掃

10月

・太陽光発電 ◎

67

69 0 71 0 69

71

取組結果とその評価、次年度の取組計画

2023年 0 70 0 61 0 76 0

・全社５S活動の推進（SK活動）月1回 〇

・会社外周清掃（月２回） ◎

・電力・水道水使用量の掲示 ◎

達成状況

環境経営計画

環境に配慮した生産活動

9月

　節水週間の実施）

2022年 0 65 0 62 00 660 72 0

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

目標 達成状況

6月 7月 8月

・節水呼びかけポスター掲示（夏季・

・節水呼びかけシールの貼り付け ◎

◎

取組結果とその評価、次年度の取組計画

水道水の削減

0

20

40

60

80

12月 2月 4月 6月 8月 10月

水道水（㎥） 2022年 2023年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

　法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

廃棄物処理法 ・保管基準、掲示板60㎝×60㎝以上表示　

・マニフェスト交付

・処理状況についての確認義務（愛知県条例）

・統括安全衛生管理者を選任し、安全管理者・衛生管理者または技術的次号を

労働安全衛生法 　管理する者の指揮

・事業者は、労働災害発生の急迫した危険があるときは、直ちに作業を中止し、

　労働者を作業場から退避させる等必要な措置を講じなければならない。

・特定元方事業者は、その労働者及び関係請負人の労働者の作業が同一の場所に

　おいて行われることによつて生ずる労働災害を防止

・クレーンの運転その他施行令で定めるものは免許を受けた者又は技能講習を

　終了した者その他厚生労働省令で定める資格を有する者でなければ業務に

　つかせてはならい。

・平削り盤、１０ｔ走行クレーン

・圧縮機、機械プレス、せん断機

・浄化槽

・性状及び取扱に関する情報（ＳＤＳ）の受取・発行

悪臭防止法 ・トルエン、キシレン、スチレン ・敷地境界、気体排出口

自動車NOｘ・PM法 ・対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

・危険物の保管

・業務用空調機・冷蔵庫

グリーン購入法 ・できる限り環境物品等を選択するよう努める

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

□外部からの環境上の苦情・要望等

外部からの苦情・要望等、特にありませんでした。

浄化槽法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

消防法（危険物）

フロン排出抑制法

振動規制法

騒音規制法

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

・収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）　

化学物質排出把握管理
促進法（PRTR法）
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□有機溶剤の使用による局所排気装置

塗装ブース清掃及びフィルター交換

■実施日：2023/3/25、10/7　年2回実施 ■実施場所：第3棟　塗装ブース

■実施内容：大型塗装ブース、小型塗装ブース及びに排気ファン室の清掃、フィルターの交換

■実施目的：フィルターが目詰まりを起こし有機溶剤の捕集効率が低下する為、定期的にブースの清掃及びに

フィルターの交換を実施。

■実施状況の様子

塗装ブース年次点検

■実施日：2023/10/8　実施 ■実施場所：第3棟　塗装ブース

■実施内容：塗装ブース設備周りのメンテナンスを外部委託先にて実施

■実施目的：ブースの年次点検で設備に異常がないかを確認し有害物質の漏れを防ぐ。

■実施状況の様子

作業環境測定

■実施日：2023/3/27、10/10　年2回実施 ■実施場所：第3棟　塗装ブース

■実施内容：塗装ブース内の作業環境測定を外部委託先にて実施

■実施目的：ブース内での吹付作業時に適切な吸引風速で有機溶剤が吸い込みが出来ているか、測定の結果ブース内

が第3管理区分になっていないか等ブースの作業環境を確認。

■実施状況の様子
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□代表者による全体評価と見直し

前回の指示事項に対する結果

① 廃棄物量と化学薬品使用量のデータ集計方法の見直し

1.廃棄物量のデータ集計方法の見直し　

　環境への負荷の自己チェック表の廃棄物排出量の算出の仕方を変更。

　電子マニフェストの導入による廃棄物量の集計を確立。

2.化学薬品のデータ集計方法の見直し

　環境への負荷の自己チェック表の化学物質使用量の様式をを変更。

事務局による総括 　

◇目標・計画の達成状況

各目標の達成状況は、以下の通りである。

・電力による二酸化炭素削減　…　□達成　☑未達成

・自動車燃料による二酸化炭素削減　…　☑達成　□未達成

・産業廃棄物（廃プラ・紙くず・木くず）の削減　…　☑達成　□未達成

・水道水の削減　…　□達成　☑未達成

・化学薬品使用量の削減　…　☑達成　□未達成　

・環境に配慮した生産活動　…　☑達成　□未達成

電力による二酸化炭素の削減の未達成の原因として温暖化による猛暑日が続いてのエアコンの

稼働率が高かった事、前年度から導入したレーザー加工機による電力量が増えた事が考えられる。

水道水の削減は未達成だが基準年度よりは削減出来ていた。

その他は概ね横這い

見直し指示

◇環境経営システムの有効性　…　☑有効性あり　□有効性なし

◇環境への取り組みが

　適切に行われているか等の経営的観点から評価、指示　…　☑評価・指示できる　□評価・指示できない

◇環境経営方針　…　☑変更なし　□変更あり

◇環境経営目標・計画　…　☑変更なし　□変更あり

◇実施体制他　…　☑変更なし　□変更あり

◇その他　…　□対応なし　☑対応あり

1 現在開示している化学物質以外に有害性のある化学物質を使用していないかをSDSベースで確認する。

（製造、加工工程で使用する油など）

2 購入品の簡易梱包、納入時に使用したパレットの返却など協力会社に呼びかけ廃棄物の削減に努める。

3 協力会社の使用した化学物質の使用量を確認する。

□これまでの環境活動の紹介

2010年　太陽光発電設備を設置

2016年　大型・小型　乾式塗装ブースの設置　

2017年　工場照明のＬＥＤ化（省エネ化）

2018年　1工場パッケージエアコン更新（省エネ化）

2019年　会社周辺清掃活動の開始

2021年　1工場耐震補強工事計画

2022年　エコアクション認証登録
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